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環境とライフスタイル

使い捨て大量消費・大量廃棄社会→循環型社会

高度経済成長→安定成長時代

環境問題意識：産業公害(大気汚染・水質汚濁等)
生活型公害（自動車排ガス・廃棄物処理等）

地球規模環境問題 ： CO2 1990年比 6％削減
（地球温暖化・オゾン層・酸性雨・森林減少

砂漠化，エネルギー問題，有限な地球資源等）
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(社）産業と環境の会作成
「地球温暖化問題とは」 より
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武蔵工業大学平成１５年度

ISOフォーラム

パネルディスカッション配布資料
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行政サイドの動向

１９９６ 「物流施策大綱」閣議決定

１９９７ 中小物流事業統合業務パッケージ開発事業（SLP)
１９９８ サプライチェーン協議会（ＳＣＣ）日本支部

１９９８ 高度物流情報化システム(ＡＬＩＳ)開発事業

１９９９ 環境配慮型ロジスティクシステム（LEMS)
１９９９年５月 ロジスティクス情報化推進会議（CLIP)
２００１ 「新物流施策大綱」

２００２ 環境配慮型ロジスティクシステム導入マニュアル
発行

２００２ 環境配慮型ロジスティクシステム実態調査
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ISO14001「環境マネジメントシステム」

中小企業版ISO

トラック運送事業における
グリーン経営推進マニュアル

交通エコロジー･モビリティ財団

環境保全に積極的に取り組むために
環境活動評価プログラム【エコアクション21】

環境省
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循環型社会形成推進基本法

→「拡大生産者責任 :EPP(Extended Producer’s
Responsibility)」
・食品廃棄物リサイクル法 ・建設リサイクル法

・グリーン購入法 ・資源有効利用 ・廃棄物処理法

PPP(Polluter Pays Principle) :「汚染者負担原則」
炭素税・環境会計

[環境効率]:(Eco-Efficiency) 
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廃棄物を少なくする物流 物流資材・機器の使用量の

減量化

廃棄物および排出物の減量
化・再資源化・低負荷化

物流資材・機器の再利用

物流資材・機器の再資源化

排出物を少なくする物流 有害物質の排出量削減

温室効果ガスの排出量削減

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率の向上

環境に配慮したロジスティク
スシステムの設計

省資源・省エネルギー

物流効率の向上

物流に配慮した製品開発

物流に配慮した商取引

環境調和型ロジスティクス
の取り組み体系
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環境調和型ロジスティクスシステムマニュアル

に基づく実態調査 2002年9月実施（318社／889
社）

取り組み状況

環境調和型ジスティクスシステム導入マニュア
ル：１３５項目

１８８２５８６９１１８最大値

１１３６３２３０６３実施項目数

その他物流

事業者

小売業卸売業製造業

表 各企業の平均実施項目数
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パフォーマンス指標把握状況

環境調和型ジスティクスシステム導入マニュア
ル：１３５項目

０２３１１４７８最大値

０１１０５定量化項目数

その他物流

事業者

小売業卸売業製造業

表 各企業のパフォーマンス指標項目数
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実施状況

・法規制による取組

(公害防止・軽減，リユース・リサイクル etc.)

・物流コスト削減に直接つながるもの

（リユース・リサイクル，積載率向上，

エコドライブ etc.）

・物流要素ごとの取組

（省エネ車導入，梱包材変更・削減，保管方法

etc.）
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・定量化しているところは少ない

・パフォーマンス把握は非常に少ない

・ロジスティクスシステム設計レベルの対応
SCM

・社会的インセンティブ

・社会的な取組

・産・官・学の協力体制

が必要
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「モノ」を売る

→「機能・サービス」を売るビジネス

売ったモノは回収･再利用す
る業態 にシフト
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物流への効果

動脈・静脈物流の一体化

静脈物流 10兆円（2010年）
例：家電リサイクル法

４０のプラント

１７００人の雇用
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環境問題への今後の取り組み

より高い視点からの取組

個別改善 全体設計へ

Supply Chain 全体へ個別企業

物流最適 生産ｰ販売ｰ消費ｰ回収最適へ

企業最適 社会最適

経済効率と環境効率は両立する
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提言
１）合意形成
※荷主企業と物流企業の問題・目標の共有
※企業間コラボレーションの重要性

２）客観的評価
※環境パフォーマンス評価基準
３）ロジスティクスの役割認識
※調達-生産-流通-消費-回収の全過程

※業界を超えた取組
４）国家レベルのグランドデザイン
※物流基盤（ソフト・ハード）
※関係省庁間での協調

５）より高い視点での取り組み

⇒ロジスティクス環境会議
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